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令和5年度 白銀保育園 自己評価結果

1．保育目標について

（1）保育目標の具体化に向け、乳幼児の実態を踏まえた重点目標を設定しているか。

（2）目標に基づきモンテッソーリ教育の特色を生かしているか。

（3）目標は前年度の反省を生かし全職員で検討し、共通理解を図っているか。

2．保育について

（1）指導計画は乳幼児の実態に即して作成しているか。

（2）保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行っているか。

（3）環境の構成を意識した保育を常に工夫しているか。

（4）モンテッソーリ教育に適した環境構成を行っているか。

（5）教材・教具・用具等を適切に活用・提供できているか。
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3．行事について

（1）行事の種類や実施回数は適切か。

（2）行事の狙いを計画や実施に十分生かしているか。

（3）行事の運営の際、計画・実施・評価・改善の体制をとっているか。

（4）行事の運営の際、保護者の願いや意見を取り入れているか。
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白銀保育園では保育水準の向上を図り、当園の理念や目的を実現するために、保育活動その他
の運営状況について自ら点検、及び評価を行っております。
令和5年度の全保育士が自己評価をおこなった結果、ほとんどの項目で「よくできた」と評価している
ものの一部、「改善を要する」と評価した項目がありました。

＜コメント＞
保育所保育指針をより一層理解し保育へ反映していくこと、今後も継続的に環境構
成に工夫を重ねていくことの必要性を認識しております。

＜コメント＞
コロナ禍で減った行事も段々と元に戻りつつありますので、保護者からの様々な要望を
取り入れつつ、子どもたちにとって最適な行事を企画・運営していく必要があると考えて
います。



5．分掌・体制について

（1）能率的、合理的な運営組織になっているか。

（2）職務内容が明確で、協力して働ける体制になっているか。

（3）職員の配置は適材適所か。

（4）係や仕事の分担・割り当ては適切か。
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6．運営について

（1）各種会議を適切かつ効率的に進めているか。

（2）職員相互がそれぞれの立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設運営に関わっているか。

7．年齢別・クラス運営について

（1）年齢別・クラス目標は、保育目標や乳幼児の実態に即して設定しているか。

（2）同年齢及び異年齢児間の効果的な活動の充実を図っているか。

（3）意義や趣旨を理解したチーム保育になっているか。
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令和5年度 白銀保育園 自己評価結果
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4．情報・設備の安全管理について

（1）乳幼児や保護者に関する個人情報を適切に取り扱っているか。

（2）施設内外・設備の安全点検を計画的に行っているか。

（3）遊具・用具等を活用しやすいように整理・保管しているか。
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＜コメント＞
定期的な安全点検を継続して園庭の危険箇所を改善し、引き続き子どもたちの安
全を確保していく重要性を認識しております。



９．研修について

（1）研修の計画・運営は適切か。

（2）研修の成果を日常の保育に生かし、乳幼児の育ちに反映させているか。

（3）研修や講習での内容を保育園内に還元しているか。
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８．保健・安全指導について

（1）年齢別・クラス運営に生かされる具体的な感染症への対応を把握し、実行しているか。

（2）避難訓練・交通安全指導等を、計画に基づいて適切に実施しているか。

（3）健康・安全な生活に必要な習慣などの育成のため家庭への啓発を行っているか。

（4）乳幼児の安全確保のため、家庭・地域社会・関係機関等と連携を図っているか。

（5）不審者に対応する周到な配慮を行っているか。
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＜コメント＞
送迎時の事故防止のための留意事項など、家庭への情報発信を今後より一層強化
していく必要があると考えています。
防犯教室・不審者対応訓練を継続して実施していくことで、不審者に対する準備・
対応の習熟度を上げていく必要性を認識しております。


